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特別陳列
－いのちの花－ 稲元実展

日本伝統工芸展 金沢展

石川県の名宝
名物裂と調度

石川の作家たち

石川の工芸（後期）

第61回日本伝統工芸展金沢展より
文部科学大臣賞 「蒔絵八角箱『月華』」 大角裕二（石川）

―いのちの花― 稲元実展より
稲元 実 「21stC 水の星」

第61回

● 企画展Topics
● 11月の行事
● 今月の企画展示室
● 展覧会回顧
● 所蔵品紹介
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◆
観
覧
料

◆
展
示
作
品
解
説

個　

人

団
体（
二
〇
名
以
上
）

一　
　
　

般

大　

学　

生

高
校
生
以
下

六
〇
〇
円

四
〇
〇
円

無　
　

料

五
〇
〇
円

三
〇
〇
円

無　
　

料

11
月
1
日（
土
）

《
染　

織
》 

二
塚
長
生

《
陶　

芸
》 

武
腰　

潤

2
日（
日
）

《
金　

工
》 

大
澤
光
民

講
演
会

3
日（
月･

祝
）

《
染　

織
》 

毎
田
健
治

《
陶　

芸
》 

宮
西
篤
士

4
日（
火
）

《
金　

工
》 

村
上
浩
堂

《
漆　

芸
》 

前　

史
雄

5
日（
水
）

《
漆　

芸
》 

中
野
孝
一

《
人　

形
》 

紺
谷　

力

6
日（
木
）

7
日（
金
）

《
木
竹
工
》 

灰
外
達
夫

《
陶　

芸
》 

中
田
一
於

8
日（
土
）

《
金　

工
》 

魚
住
為
楽

《
漆　

芸
》 

小
森
邦
衞

9
日（
日
）

《
木
竹
工
》 

川
北
良
造

美
術
館
長 

嶋
崎 

丞

日　

時

11
時
〜

13
時
30
分
〜

◆
講
演
会

演
題
／「
受
け
継
ぐ
こ
と 

伝
え
る
こ
と
」

　
　
　
　
　

〜
型
の
美
を
求
め
て
〜

講
師
／
鈴
田
滋
人
氏

（
重
要
無
形
文
化
財「
木
版
摺
更
紗
」保
持
者
）

日
時
／
11
月
2
日（
日
） 

午
後
1
時
30
分
〜

会
場
／
美
術
館
ホ
ー
ル　
《
聴
講
無
料
》

鈴田滋人氏日本工芸会奨励賞
「朧銀花器『纏』」 清水竜朗（福井）

まとう

朝日新聞社賞 「黒描鳥花文鉢」 米田和（石川）

日本工芸会奨励賞 「乾漆蓋物『暁』」 山田勘太（石川）

◆主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、日本工芸会
◆後援／文化庁、富山県教育委員会、福井県教育委員会

※

当
館
友
の
会
会
員
は
、受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り

　

団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

日本伝統工芸展 金沢展第61回

10月31日（金）～11月9日（日） 会期中無休

1F企画展示室

※最終日(11月9日)は午後5時まで(入場は午後4時30分まで)

　

我
が
国
は
、四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、多
様
な
自

然
環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、各
地
の
風
土

に
根
ざ
し
た
工
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
、伝
統
技
術
を
大
切

に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。本
展
は
、こ
の
優
れ

た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育
成
、な
ら
び
に
伝
統

工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
、毎
年
開
催
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

六
十
一
回
目
と
な
る
本
年
は
、陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金

工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工
芸（
七
宝
・
硝
子
・
截
金
な
ど
）の

七
部
門
の
入
選
作
品
五
九
九
点
の
中
か
ら
、重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
・
受
賞
者
等
の
作
品
と
、北
陸
三
県
、及
び
そ

の
他
の
地
域
の
入
選
作
品
を
含
め
、三
五
八
点
を
展
示
し

ま
す
。

　

今
回
の
石
川
県
の
入
選
者
は
七
十
六
人
で
、そ
の
う
ち

大
角
裕
二
氏（
漆
芸
）が
文
部
科
学
大
臣
賞
、米
田
和
氏

（
陶
芸
）が
朝
日
新
聞
社
賞
、山
田
勘
太
氏（
漆
芸
）・
清
水

竜
朗
氏（
金
工
）が
日
本
工
芸
会
奨
励
賞
を
、そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

あかつき
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「気」 1997年「野辺」 1980年

学
芸
員
の
眼

　

日
本
画
の
主
題
、表
現
の
方
法
は
、戦
後
大
き
な
変
容
を
見
せ
ま
し
た
。戦
前
期
ま
で
は
、い
わ
ゆ
る
花
鳥
画
、歴
史
画
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
日
本
的
、伝
統
的
な
主
題
が
主
流
で
し
た
。戦
後
、昭
和
三
十
年
代
を
中
心
に
抽
象
的
な
表
現
を
含
め
、幅

広
く
主
題
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。し
か
し
稲
元
の
よ
う
に
、私
的
な
世
界
を
主
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は
一
般

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。当
時
、モ
デ
ル
に
家
族
を
選
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、継
続
的
に
自
身
や
家
族
を
主
題
と
し
て

作
品
化
し
、成
功
し
た
作
家
は
希
だ
っ
た
の
で
す
。稲
元
が
様
々
な
角
度
か
ら
様
々
な
手
法
で「
自
身
」と「
家
族
」の
有
り
様

を
日
本
画
で
作
品
化
し
た
こ
と
は
、近
代
に
私
小
説
が
登
場
し
た
こ
と
や
、現
代
写
真
界
に「
私
写
真
」と
い
う
概
念
が
登
場

し
た
こ
と
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

10月30日（木）～11月24日（月・休） 会期中無休

ーいのちの花ー 稲元実展
特別陳列第4展示室

　

稲
元
実
は
、一
九
四
六
年
石
川
県
七
尾
市
の
蒔
絵
を
生

業
と
す
る
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。五
歳
で
東
京
に
転
居

し
、六
十
九
年
武
蔵
野
美
術
大
学
日
本
画
科
を
卒
業
。七

十
一
年
か
ら
加
藤
東
一
に
師
事
し
ま
す
。そ
の
後
日
展
に

お
い
て
頭
角
を
現
し
、昨
夏
に
六
十
六
年
の
生
涯
を
閉
じ

る
ま
で
、日
本
画
家
と
し
て
歩
み
続
け
ま
し
た
。

　

稲
元
の
創
作
を
語
る
と
き
、欠
か
せ
な
い
の
が
一
貫
し

た
主
題
と
描
写
力
で
す
。生
涯
に
わ
た
り
主
題
と
し
た
の

は「
家
族
」。初
期
は
妻
と
自
身
を
モ
デ
ル
に
、や
が
て
子

ど
も
達
が
加
わ
り
、変
容
す
る
家
族
の
姿
を
描
き
だ
し
ま

す
。二
回
目
の
日
展
特
選
作「
歩
拾
弌
歳
」は
、そ
の
構
成

か
ら
は
、長
女
の
誕
生
日
を
祝
う
記
念
写
真
を
思
わ
せ
ま

す
が
、背
景
、そ
し
て
夫
婦
の
表
情
に
は
不
安
感
を
漂
わ

せ
て
い
ま
す
。稲
元
の
手
法
は
と
き
に
家
族
の
あ
り
さ
ま

を
如
実
に
描
き
、そ
こ
に
内
在
す
る
正
負
の
感
情
を
暗
喩

的
に
描
き
出
し
ま
す
。ま
た
、「
野
辺
」（
一
九
八
〇
）の
よ

う
に
家
族
の
姿
に
物
語
を
投
影
さ
せ
る
手
法
も
用
い
ま
す

が
、そ
の
物
語
は
極
め
て
個
人
的
で
解
釈
は
両
義
的
で
す
。

簡
単
に
割
り
切
れ
な
い
わ
か
り
づ
ら
さ
が
、作
品
に
奥
行

き
を
与
え
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
写
実
に
徹
し
、卓
抜
し
た
描
写
力
は
、人
物
、花

鳥
と
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
揺
る
ぎ
な
い
個
性
を
伴
い
、対

象
の
奥
に
湛
え
る
生
命
感
を
す
く
い
上
げ
る
よ
う
で
す
。

特
に
清
廉
な
白
い
牡
丹
は
、花
鳥
画
の
様
式
を
超
越
し
な

が
ら
も
徹
底
し
た
写
生
に
裏
打
ち
さ
れ
、鑑
賞
す
る
者
の

眼
を
惹
き
つ
け
ず
に
は
お
か
な
い
芳
香
を
放
ち
ま
す
。「
彼

の
描
写
力
は
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
。」「
真
面
目
な
男

で
独
自
の
画
境
を
確
立
し
、ま
す
ま
す
そ
の
探
求
に

精
進
し
着
実
に
前
進
す
る
で
あ
ろ
う
。」と
は
、若
き

稲
元
の
個
展
に
宛
て
た
師
加
藤
東
一
の
言
葉
で
す
。

　

本
展
で
は
、稲
元
実
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
代

表
作
二
十
七
点
で
、日
本
画
の
次
代
を
担
う
旗
手
と

し
て
歩
ん
だ
軌
跡
を
辿
り
ま
す
。

「歩拾弌歳」 1980年
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め
い
ぶ
つ
ぎ
れ

き
ん
ら
ん

そ
う
ほ
う
ま
る
も
ん
よ
う
き
ん
ら
ん

い
ろ
な
し

き
ん
い
り
し
ょ
っ
こ
う
が
た
お
お
ま
る
も
ん
か
ら
お
り

こ
わ
た
り

は
い
だ
て

か
ん
と
う

ど
ん
す

10月30日（木）～11月24日（月・休）
会期中無休

10月30日（木）～11月２４日（月・休）
会期中無休

石川県の名宝 名物裂と調度
前田育徳会尊經閣文庫分館第2展示室

国宝 「剣 銘吉光」　
鎌倉時代（13世紀） 白山比咩神社蔵

「色無金入蜀江形大丸紋唐織」

　

文
化
財
に
親
し
む
十
一
月
。文
化
の
日
を
は
さ
ん
で「
文

化
財
保
護
強
調
週
間
」が
展
開
さ
れ
て
お
り
、こ
の
時
期
に

は
、あ
ち
こ
ち
で
文
化
財
に
関
わ
る
催
し
が
開
催
さ
れ
ま

す
。当
館
で
は
毎
年
、県
内
に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
の

数
々
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
内
に
は
、美
術
工
芸
品
で
国
宝
二
件
を
含
む
重

要
文
化
財
が
八
十
六
件
所
在
し
て
い
ま
す
。分
野
別
に
み

る
と
、絵
画
九
件
、彫
刻
十
六
件
、工
芸
品
二
十
三
件
、書

跡
・
典
籍
二
十
一
件
、古
文
書
十
件
、考
古
資
料
七
件
と
い

う
内
訳
と
な
り
ま
す
。ま
た
建
造
物
は
四
十
三
件
、七
十
七

棟
を
数
え
ま
す
。

　

こ
の
数
は
富
山･

福
井
両
県
を
し
の
ぎ
、全
国
的
に
見
て

も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
文
化
財
が
石

川
に
伝
わ
る
の
は
、加
賀
藩
主
前
田
家
の
文
化
政
策
が
大
い

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。前
田
家
が
収
集
し
、育
成
し
た
数
々

の
名
品
が
、時
代
を
超
え
て
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の

で
す
。ま
た
、そ
の
歴
史
的
背
景
を
基
盤
と
し
た
今
日
の
文

化
風
土
は
、芸
術
・
文
化
全
般
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は「
石
川
県
の
名
宝
」と
題
し
て
、国
宝
・

重
要
文
化
財
・
石
川
県
指
定
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。見
ど

こ
ろ
は
当
館
所
蔵
の「
色
絵
雉
香
炉
」と
白
山
比
咩
神
社
所

蔵
の「
剣 
銘
吉
光
」で
、い
ず
れ
も
国
宝
で
す
。現
在
石
川
に

は
二
件
の
国
宝
が
存
在
す
る
の
み
で
、そ
れ
を
同
時
に
見
る

こ
と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
展
観
で
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
恒
例
の
名
物
裂
の
展
示
を
行
い
ま
す
。「
名
物
裂
」と

は
、主
に
十
五
〜
六
世
紀
頃
に
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
裂
の

う
ち
、特
に
茶
人
や
好
事
家
た
ち
に
珍
重
さ
れ
、茶
器
の
仕

覆
や
書
画
に
用
い
ら
れ
た
裂
を
い
い
ま
す
。前
田
家
で
は
、

三
代
利
常
の
時
代
に
長
崎
に
て
そ
れ
ら
を
求
め
た
と
さ
れ
、

現
在
で
も
前
田
家
伝
来
の
名
物
裂
は
、そ
の
量
と
質
で
国
内

随
一
の
豊
か
さ
を
誇
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
、東
京
と
京
都
の

両
国
立
博
物
館
に
も
分
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
本
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
育
徳
会
所
蔵
の
名
物
裂
は
金
襴
・
緞
子
・

間
道
・
モ
ー
ル
な
ど
八
十
八
種
で
す
。本
特
集
で
は
、う
ち
金

襴
十
五
種
、緞
子
三
種
、錦
一
種
、間
道
三
種
、モ
ー
ル
一
種

の
計
二
十
三
点
と
、名
物
裂
で
仕
立
て
た
能
装
束
一
領
に
、

硯
箱
な
ど
の
調
度
品
を
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

二
年
ぶ
り
の
公
開
な
る「
双
鳳
丸
文
様
金
襴
」は
、尾
を
な

び
か
せ
な
が
ら
羽
を
広
げ
た
二
羽
の
鳳
凰
が
丸
文
様
を
構
成

し
た
上
品
な
デ
ザ
イ
ン
の
裂
で
、そ
の
昔
足
利
義
政
が
こ
の

裂
で
仕
立
て
た
装
束
で
能「
二
人
静
」を
舞
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
二
人
静
金
襴
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）に
仕
立
て
ら
れ
た
能
装
束「
色
無

金
入
蜀
江
形
大
丸
紋
唐
織
」の
畳
紙
に
は
、「
古
渡
」の

文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
古
渡
」と
は
、名
物
裂
の

中
で
も
特
に
古
い
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
裂
を
い

い
、育
徳
会
に
は
、他
に
も
能
装
束
一
領
、佩
楯
に
裂
が

用
い
ら
れ
た
甲
冑
が
一
領
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。能
装

束
や
甲
冑
に
ま
で
名
物
裂
が
用
い
ら
れ
る
と
は
、前
田

家
の
豊
か
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
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ひ
ょ
う
も
ん

10月30日（木）～11月24日（月・休） 会期中無休10月30日（木）～11月24日（月・休） 会期中無休

第3・6展示室

石川の工芸（後期）石川の作家たち
̶絵画・彫刻ー ̶工芸ー

第5展示室

大場松魚 「平文薄の棚」 1978年

　

十
月
二
十
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
企
画
展「
工
芸
王
国
の
実

力
！
」に
際
し
て
、二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
の
第
5
展
示
室
で

は
、企
画
展
で
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
を
中
心
と
し
た
特
集

を
組
み
ま
し
た
。今
回
は
そ
の
第
二
弾
、第
六
十
一
回
日
本
伝
統

工
芸
展
の
開
催
に
合
わ
せ
た「
石
川
の
工
芸
」の
後
期
で
す
。

　

石
川
県
は
工
芸
に
従
事
す
る
人
が
多
く
、人
口
に
対
す

る
伝
統
工
芸
展
入
賞
者
の
割
合
は
全
国
一
で
あ
り
、日
展

や
現
代
工
芸
な
ど
で
も
、石
川
県
出
身
や
石
川
県
在
住
の

作
家
の
入
賞
者
は
多
く
、ま
た
重
鎮
と
し
て
活
躍
す
る
作

家
も
大
勢
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
物
故
者
か
ら
現
存
作
家
ま
で
、さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
優
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

壁
面
ケ
ー
ス
の
一
番
手
前
に
は
、蒔
絵
の
人
間
国
宝
・
大

場
松
魚
の「
平
文
薄
の
棚
」を
展
示
し
ま
す
。平
文
と
は
模
様

の
形
に
切
っ
た
金
銀
の
薄
板
を
、塗
り
上
げ
た
漆
面
に
貼
り

研
ぎ
出
し
て
模
様
を
表
す
技
法
で
す
。正
倉
院
御
物
に
も
見

ら
れ
る
こ
の
技
法
を
研
究
し
、独
自
の
表
現
を
追
求
し
た
大

場
は
、こ
こ
で
は
夜
露
を
表
す
小
さ
な
真
珠
の
他
は
、黒
漆

地
に
金
平
文
の
み
で
風
に
な
び
く
薄
を
表
し
ま
し
た
。筆
で

描
い
た
よ
う
な
流
麗
な
線
が
美
し
い
本
作
は
、平
文
の
特
色

を
生
か
し
た
作
者
の
代
表
作
で
す
。

　

日
展
出
品
作
か
ら
は
、木
工
芸
の
人
間
国
宝
・
氷
見
晃
堂

の「
桐
寄
木
象
嵌
之
筥
」、談
議
所
栄
二
の
染
屏
風「
秋
」、陶

芸
は
中
村
翠
恒
の「
彩
容
」、そ
し
て
文
化
勲
章
受
章
者
、十

代
大
樋
長
左
衛
門
の「
黒
絵
立
鼓
花
器
」を
展
示
し
ま
す
。十

代
長
左
衛
門
は
飴
釉
と
黒
釉
の
抹
茶
碗
を
合
わ
せ
て
展
示

し
、伝
統
の
継
承
と
自
ら
の
創
意
を
表
現
し
た
、二
つ
の
作

風
を
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
の
優
品
紹
介
で
す
。彫
刻

部
門
の
主
な
展
示
品
で
は
、輪
島
市
出
身
の
木
戸
修｢

ス
パ
イ

ラ
ル
リ
ン
グ
♯
3
」は
何
枚
も
の
ス
テ
ン
レ
ス
板
を
熔
接
し

精
密
に
形
成
し
た
も
の
で
、素
材
の
魅
力
を
引
き
出
し
た

シ
ャ
ー
プ
で
現
代
的
感
覚
の
作
品
で
す
。金
沢
市
出
身
の
畝

村
直
久｢

若
い
都
会
の
女｣

は
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）第
十
三

回
帝
展
特
選
作
で
す
。タ
イ
ト
ル
か
ら
も
モ
ガ
を
連
想
す
る

よ
う
な
華
奢
な
体
躯
の
女
性
を
立
体
派
的
な
面
構
成
で
表
し

時
代
背
景
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で
す
。白
山
市
生
ま

れ
の
山
下
晴
子｢SLIDE No.3｣

は
白
い
大
理
石
を
少
し
ず
つ

ず
ら
し
て
リ
ン
グ
状
に
繋
げ
た
よ
う
に
彫
り
出
し
た
作
品
で

す
。理
知
的
で
緊
張
感
あ
る
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
の
洋
画
家
と
言
え
ば
高
光
一
也
、宮
本
三
郎
、南
政
善
、

鴨
居
玲
と
名
が
上
が
り
ま
す
。中
で
、高
光
は
唯
一
金
沢
に
暮

ら
し
て
制
作
を
続
け
た
画
家
で
し
た
。「
地
方
に
い
て
も
中
央

の
作
家
に
は
負
け
な
い
」と
い
う
強
烈
な
自
信
は
、後
進
の
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。亡
く
な
っ
た
の
は
昭
和
六
十
一
年

十
一
月
十
二
日
、既
に
二
十
八
年
が
経
ち
ま
す
。命
日
を
機
に
、

ほ
ぼ
十
年
を
一
区
切
り
に
展
開
し
た
画
業
を
、旧
金
沢
駅
コ
ン

コ
ー
ス
を
飾
っ
て
い
た
大
作「
森
の
精
」を
交
え
、各
時
代
の
代

表
作
に
よ
り
特
集
展
示
い
た
し
ま
す
。ま
た
ラ
イ
バ
ル
宮
本
と

南
の
作
品
も
複
数
展
示
し
、石
川
の
洋
画
壇
を
牽
引
し
た
三
人

の
画
業
を
概
観
し
ま
す
。そ
し
て
抽
象
画
家
と
し
て
活
躍
し
た

勝
本
冨
士
雄
、田
賀
亮
三
の
大
作
も
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、金
沢
美
術
工
芸
大
学
出
身
の
作
家
を
中
心
に
、

石
川
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
の
優
品
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

高光一也 「森の精」
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ひ
ら
い

ほ

「西洋風俗図」（部分）
17世紀初期 歸空庵蔵

　

来
年
一
月
四
日
か
ら
二
月
八
日
の「
高
山
右
近
と
そ
の
時
代
」の
会

期
中
、講
演
会
、講
座
な
ど
多
彩
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。今
回
は
、そ
の
中
で
唯
一
事
前
申
し
込
み
が
必
要
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
古
今
独
歩
」、「
気
韻
生
動
」と
称
さ
れ
る
陶
芸
・
書
画
展
が
再
び
石
川
県
立
美
術
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

思
想
家
で
あ
り
、芸
術
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
出
口
王
仁
三
郎
は
、一
年
余
り
の
間

に
三
千
点
余
の
手
ひ
ね
り
茶
碗「
耀
盌
」を
作
陶
す
る
な
ど
、そ
の
創
作
活
動
に
も
様
々

な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

没
後
、作
品
の
評
価
が
一
気
に
高
ま
り
、パ
リ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
作
品
が
脚
光
を

浴
び
、近
年
は
国
内
の
主
要
都
市
で
再
び
開
催
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
一
門
の
方
々
の
作
品
も
、高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、選
り
す
ぐ
り
の
作
品

百
二
十
点
余
が
一
堂
に
揃
い
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご
高
覧
下
さ
い
。

高山右近とその時代
企画展Topics

第
7
〜
9
展
示
室

古
今
独
歩 

出
口
王
仁
三
郎
と
そ
の
一
門
の
作
品
展

気
韻
生
動 ―

耀
盌
と
書
画―

お       

に     

さ
ぶ
ろ
う

十
一
月
十
二
日（
水
）〜
二
十
四
日（
月
・
休
） 

会
期
中
無
休

【
往
信
の
宛
名
面
】

　

〒
九
二
〇―

〇
九
六
三 

金
沢
市
出
羽
町
二―

一 

石
川
県
立
美
術
館

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
係
宛

【
往
信
の
文
面
】申
込
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

【
返
信
の
宛
名
面
】申
込
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

【
返
信
の
文
面
】応
募
結
果
を
印
刷
し
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】十
二
月
十
日（
水
）必
着

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

十
一
月
の
行
事
予
定

加
藤
東
一
一
門
と
稲
元
実

前
多
武
志 

学
芸
専
門
員

　
日（
土
）

8 ■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

講
義
室　
　
　

聴
講
無
料

特
集
展
示「
石
川
の
名
宝
」鑑
賞
講
座　

石
川
の
お
宝
知
っ
て
る
？

　
日（
日
）

16 ■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

午
後
1
時
30
分
〜　

二
階
ロ
ビ
ー　

参
加
無
料

タ
イ
ト
ル
／

『
平
井
み
帆
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

―

鍵
盤
音
楽
で
た
ど
る「
高
山
右
近
と
そ
の
時
代
」―

』

日
時
／
平
成
二
十
七
年
一
月
十
二
日（
月
・
祝
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

会
場
／
美
術
館
ホ
ー
ル
、入
場
無
料
で
す
が
事
前
申
し
込
み
に
よ
る

整
理
券
が
必
要
で
す
。

内
容
／
オ
ラ
ン
ダ
、デ
ン
・
ハ
ー
グ
王
立
音
楽
院
で
チ
ェ
ン
バ
ロ
、古
楽

を
学
び
、国
内
外
で
活
発
な
演
奏
活
動
を
展
開
し
て
い
る
平
井

み
帆
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
を
交
え
た
演
奏
で
、十
六
世
紀
か
ら
十

七
世
紀
の「
高
山
右
近
と
そ
の
時
代
」に
ス
ペ
イ
ン
、イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
広
く
愛
好
さ
れ
、当
時
の
日
本
で
も
演
奏
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
名
曲
を
紹
介
し
、展
覧
会
と
あ
わ
せ
て
こ

の
時
代
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
入
場
料　

一
般
／
六
〇
〇
円
、高
校
生
以
下
／
無
料
、

当
館
友
の
会
会
員
は
五
〇
〇
円　

◇
連
絡
先　

岩
田
貞
広　

電
話 

〇
七
六
一―

四
四―

一
三
六
一

曲
目A

・　

カ
ベ
ソ
ン
：
変
奏
付
き
の
パ
ヴ
ァ
ー
ナ

G
・
フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
ィ
：
フ
ォ
リ
ア
に
よ
る
変
奏
曲

　
・　
・
ス
ヴ
ェ
ー
リ
ン
ク
：
涙
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ　

ほ
か

J
deP

◆
申
込
方
法
／
左
記
の
通
り
、入
場
希
望
者
一
名
に
つ
き
一
通
の
往
復 

は
が
き
で
当
館
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
本
企
画
は
小
学
生
以
上
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。）
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国宝 『類聚国史』

尊經閣文庫名品展 ー国宝『類聚国史』を中心にー
Motion & Still 塑造人形の美

展覧会回顧

ー
国
宝『
類
聚
国
史
』を
中
心
に
ー

尊
經
閣
文
庫
名
品
展

ー
紺
谷
力
・
井
口
十
糸
・
山
本
榮
子
ー

M
otion &

 S
till 

塑
造
人
形
の
美

　

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
、夏
の
時
期
に
近
年
開
催
し
て

い
る
恒
例
の
特
別
陳
列「
尊
經
閣
文
庫
名
品
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。本
年

は
、「
国
宝『
類
聚
国
史
』を
中
心
に
」の
副
タ
イ
ト
ル
で
、同
作
品
に
あ
わ

せ
て
、室
町
時
代
や
江
戸
時
代
の
模
写
本
、ま
た『
類
聚
国
史
』の
編
者
で

あ
り
前
田
家
の
遠
祖
と
し
て
綱
紀
が
篤
く
尊
崇
し
た
菅
原
道
真
に
関
連

す
る
書
跡
等
十
二
件
を
公
開
し
、加
賀
藩
前
田
家
の
文
化
に
対
す
る
想

い
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
公
財
）前
田
育
徳
会
は
、国
宝
二
十
二
点
、重
要
文

化
財
七
十
七
点
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
文
化
財
の
公
開
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、近
年
の
年

間
予
定
に
は
、殊
に
国
宝
の
展
示
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、な
る
べ

く
展
覧
会
の
副
タ
イ
ト
ル
に
標
記
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、文

化
財
保
存
の
観
点
か
ら
、会
期
半
ば
で
の
展
示
替（
今
回
の
場
合
は
、巻
子

の
巻
替
）を
行
い
ま
し
た
が
、遠
方
の
熱
心
な
鑑
賞
者
は
こ
の
時
期
に
あ

わ
せ
て
、来
館
さ
れ
る
と
い
う
光
景
が
今
年
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
宝『
類
聚
国
史
』は
現
存
最
古
の
平
安
時
代
末
期
の
古
写
本
で
す
。

同
書
は
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の
収
集
に
よ
る
も
の
で
、あ
わ
せ
て
綱
紀

が
作
ら
せ
た
模
写
本
を
展
示
し
ま
し
た

が
、こ
う
し
た
綱
紀
の
業
績
は
、今
日
の

文
化
財
保
存
事
業
の
先
が
け
と
言
え
る

も
の
で
す
。加
賀
百
万
石
の
文
化
は
、華

や
か
さ
で
の
み
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、綱
紀
の「
学
ぶ
」と
い
う
深
い
探
究

心
が
加
賀
文
化
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、こ
れ
か
ら
も「
尊
經
閣
文
庫
名

品
展
」で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Motion & Still 塑造人形の美

　

八
月
中
の
第
5
展
示
室
で
は
、石
川
県
の
人
形
作
家
に
焦
点
を
当
て
た
特
別
陳
列
を

行
い
ま
し
た
。石
川
県
の
創
作
人
形
は
、故
下
口
宗
美
の
下
に
数
多
く
の
作
家
が
集
い
、

日
展
や
日
本
伝
統
工
芸
展
な
ど
に
出
品
し
て
い
ま
し
た
。今
回
は
下
口
宗
美
門
下
の
中

か
ら
、主
と
し
て
日
本
伝
統
工
芸
展
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
、紺
谷
力
、井
口
十
糸
、山

本
榮
子
の
三
作
家
を
選
び
ま
し
た
。一
台
に
二
点
ず
つ
入
る
、第
5
展
示
室
の
展
示
ケ
ー

ス
十
二
台
を
、各
作
家
四
台
ず
つ
計
八
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
全
く

違
っ
た
作
風
で
あ
る
た
め
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
展
観
と
な
り
ま
し
た
。

　

伝
統
工
芸
展
で
鑑
査
委
員
を
務
め
る
、紺
谷
力
の
躍
動
感
の
あ
る
人
形
は
、展
覧
会
で

よ
く
目
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、ま
と
め
て
観
る
と
改
め
て
そ
の
技
術
の
高
さ
、確
立
し

た
世
界
観
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。現
在
は
制
作
を
休
止
し
て
い
る
井
口

十
糸
の
作
品
の
、愛
ら
し
い
だ
け
で
は
な
い
、複
雑
な
こ
ど
も
の
自
我
ま
で
垣
間
見
せ
る

表
現
力
に
は
、根
強
い
フ
ァ
ン
が
多
い
こ
と
に
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
す
。山
本
榮
子
は
展
覧

会
出
品
の
初
期
作
品
か
ら
、最
新
の
受
賞
作
ま
で
の
出
品
と
な
り
ま
し
た
が
、今
後
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、期
待
を
抱
か
せ
る
作
品
群
で
し
た
。

　

隣
の
第
6
展
示
室
で
は
、毎
年
恒
例
の
こ
ど
も
向
け
特
集
展
示
を
開
催
し
て
お
り
、会

期
中
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
展
示
を
観
て
、工
芸
に
は
創
作
人
形
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、伝
統
的
な
技
術
を
今
に
生
か
す

制
作
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、ご
存
知
な
か
っ
た

方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
展

示
開
催
に
当
た
っ
て
、ご
出
品
、ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

溶姫と婚礼調度

群像［彫刻］ 館蔵優品選
―工芸―

風景画の魅力
―日本画―

風景画の魅力
―油彩画―

大乗寺の文化財

第6展示室第4展示室第3展示室 第5展示室

会期：11月27日（木）～
　　　　　　　　12月23日（火・祝）

11月の休館日
25日（火）・26日（水）

淡青釉裏銀彩四方鉢 たんせいゆうりぎんさいよほうばち 所蔵品紹介247

なかだ・かずお

幅45cm 奥行44.5cm 高10.8cm

中田一於 平成3年（1991） 第14回伝統九谷焼工芸展

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金

毎月第１月曜日はコレクション展示室
無料の日（11月は3日）

　

本
作
は
、四
つ
の
角
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
四
方
鉢
の
形
体
を

し
た
作
品
で
す
。し
か
し
そ
の
姿
は
円
に
近
く
、一
辺
が
三
十

五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ゆ
る
や
か
な
弧
を
、四
つ
の
点
で
つ
な
い

だ
独
特
の
フ
ォ
ル
ム
を
見
せ
て
い
ま
す
。そ
の
見
込
み
い
っ

ぱ
い
に
表
現
さ
れ
た
花
の
大
輪
は
、文
様
の
形
に
切
っ
た
銀

箔
を
貼
り
、そ
の
上
に
釉
薬
を
か
け
て
焼
成
し
た
釉
裏
銀
彩

の
手
法
で
表
現
さ
れ
、銀
の
渋
い
輝
き
と
淡
青
色
の
透
明
な

釉
薬
が
見
事
に
調
和
し
て
、気
品
の
あ
る
趣
を
呈
し
て
い
ま

す
。そ
の
銀
箔
も
、厚
さ
や
形
を
変
え
て
貼
り
重
ね
、花
び
ら

が
見
込
み
の
中
心
か
ら
外
側
に
、時
計
回
り
に
ひ
ら
ひ
ら
と

飛
ん
で
い
く
よ
う
な
可
憐
な
動
き
と
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。ま
た
文
様
の
空
間
に
は
、大
き
さ
・
厚
み
の
異
な
る
円

文
を
配
し
、ま
る
で
花
び
ら
に
つ
い
て
い
た
水
滴
が
飛
散
し

て
い
る
よ
う
で
、情
感
豊
か
な
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
作
者
は
、従
来
の
九
谷
焼
に
見
ら
れ
る
金
を

使
っ
た
華
や
か
な
表
現
に
対
し
、控
え
め
な
輝
き
を
呈
す
る

銀
を
大
胆
に
使
い
、格
調
高
い
表
現
に
ま
で
昇
華
さ
せ
、そ

の
磨
き
抜
か
れ
た
技
は
、作
者
の
真
骨
頂
を
示
す
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

作
者
は
昭
和
二
十
四
年
小
松
市
に
生
ま
れ
、高
等
学
校
卒

業
後
、家
業
を
継
ぎ
陶
芸
一
般
を
習
得
。四
十
九
年
一
水
会

陶
芸
展
に
初
入
選
、以
後
受
賞
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

五
十
三
年
日
本
伝
統
工
芸
展
に
初
入
選
、五
十
七
年
日
本
工

芸
会
奨
励
賞
、平
成
二
年
文
部
大
臣
賞
、二
十
二
年
日
本
工

芸
会
保
持
者
賞
を
受
賞
。そ
の
ほ
か
、朝
日
陶
芸
展
、中
日
国

際
陶
芸
展
、伝
統
九
谷
焼
工
芸
展
な
ど
出
品
多
数
。現
在
、日

本
工
芸
会
理
事
、ま
た
石
川
支
部
幹
事
長
を
務
め
、石
川
陶

芸
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（部分）


